
BohmuBashin.PaganHminzazuThude-

thanaLongan.MyanmaNaingan Thamain

Kawmashin.Rangoon:1964.x+143p.〔バ シ

ン少佐編 :パ ガ ンの墨 文調査報告｡ ビルマ革命

政府文化省 ビルマ史委員会〕 (ビルマ文)

ビルマ史および古代ビルマ語の研究者にとって最 も

利用価値の高い資料は,約 3千にのぼる石碑 (Stein-

schrift)であるが, その補助資料ともいうべきもの

に,素焼の土板 (VotiveTablet)と仏塔や僧院の壁

に書かれた墨文 (InkInscription)とがある｡

石碑については卜かつて600余の facsimilesを収

録 した InscriptionsofBurma(1933-56)が公刊さ

れており,また PeMaungTin& G.H.Luceによ

る現代ビルマ文字-の転写文(1928年)や, E九1aung

による転写文(1958年)等があった｡また,土板につい

ても既に U.Myaによる写真版(1961年)が公にされ

ている｡ しか し,墨文に関するまとまった調査報告書

は従来なかった｡おそらく本書がはじめてであろう｡

石碑や土板が,石または粘土を材料としてそれに文

字を ≠彫り込んでいるクのに対 し,墨文は,仏塔や僧

院内部の壁画の下に墨で文字を ≠書いた〃ものである｡

時代的には, 仏塔, 僧院の建立当時に書かれたもの

と,後世それ らを修理 した際に書かれた墨文の二種に

分かれる｡内容は,個人の生年月日を占星図に配置し

た形式のものが圧倒的に多いが,散文,葺員文形式によ

る功徳の記念銘文や侶頚等もみられる｡

本書は,1955年に設置されたビルマ史委員会 (Bur･

maHistoricalCommission)が中心となって, 19

62年 2月から翌年 3月までの間に行なった古都パガン

の墨文調査報告である｡全体の構成は,第 1次から第

3次までの調査活動 (第 1次1962年 2-3月,第 2次

同年10月,第3次同年12月～1963年 3月)をまとめた

本文と,(1)墨文,(2)建築様式,(3)壁画の3部に分かれ

た Appendix,並びに,墨文18枚,壁画15枚の写真お

よび地図とから成 り立っている｡

墨文は,単にビルマ語史の研究資料としてだけでは

な く,パガン時代,インワ時代におけるビルマ人の生
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活状怨,社会,経済,美術,仏教等の一端をうかがい

知るための重要な史的資料でもある｡革命政府が絶え

ず力を入れてきた民族文化遺産の保存と調査研究の成

果がまた一つまとまったといえよう｡ ビルマにおける

学問的水準の高さを示す例という意味からも,本書の

一読をおすすめしたい｡ (大野 徹)

EugenieJ.A.Henderson.Tiddim Chin,A

DescriptiveAnalysisofTwoTe.x･ts.London･.

oxfordUniversityPress,1965.ix+172p.

本書は,東洋アフリカ学院 (ロンドン大学)で音声

学の教授をしている著者が,1954年の秋, Theodore

Stern,G.H.Luce等と共に,4週間にわたって行な

ったチン丘陵のクキ ･チン諸語調査の研究成果の一端

である｡

インドとビルマの国境に沿って南北にのびるテン丘

陵地帯 (行政的呼称はチン特別区)で,クキ ･チン語

とよばれる数多 くの方言から成 り立つ言語が話されて

いる事は,かなり古 くから知 られていた.G.A.Gri-

erson以降使用されている分類法 (北部チン,中部チ

ン,南部チン,古クキの4方言群)を踏襲すれば,本

書の分析対象であるティデ ィム方言は, ｢北部方言｣

に属する｡古 くは Kamhau とも, Sokteともよば

れたが, 今日では一般に Tiddim と称されている.

著者は,ティデ ィム方言による二つの物語を材料と

して,NarrativeStyleとColloquialStyleの分析

を本書で行なった｡ 前者はいわゆる ｢文語体｣ であ

り,後者は ｢口語体｣を意味する｡ この二大文体に基

づき, 著者はテ ィデ ィム方言の 構成要素として, 育

韻,声調,音節, 文, 句,Figure(語と接辞の連結

形),語,接辞等を明らかにしている｡ 但 し, 文,句

には, 書かれない要素として Intonation が含まれ

る｡

テ ィデ ィム方言の言語構造がきわめて精密に分析記

述されている点, 確かに本書は,典型的な Descrip-

tiveAnalysisの本である｡ けれども,ティデ ィム

方言の文法構造すべてが,本書の中に網羅されている

わけではない｡そしてその原因が,材料の乏 しさによ

るものである事も否定できない｡資料 として用いられ

た二種の物語の一つ DahpaThuは,ティデ ィム ･

チン族の間では広 く知られた伝説であり,拙稿 ｢共通

クキ ･チン語の再構成｣(『言語研究』No.47,p.9)
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図 書

において紹介した テ ィデ ィム方言Jj読本 LaiSinna

La主Bu,TanIIIの中にも掲載されているが, 著者

はこの本にも目を通 しておられないようである｡

ティデ ィム方言が他のクキ ･チン諸方言との問にど

のような関係をもっているかという事は,勿論本書の

目的ではないにしても,残念ながら明らかにされてい

ない｡ この書が出版される前に,著者から直接手紙で

一読をすすめられた私は,本書が,単に記述研究の段

階にのみとどまっているのではな く, クキ ･テン語全

体の総合的研究を展望できるようなものであってほし

いと望んでいた｡ しかし,音声学を専攻とする著者に

対 しては無理な期待だったのであろう,結果は記述研

究の域を一歩 も出てはいなかった｡

とはいうものの,クキ ･チン言吾の研究者がきわめて

少ない今【上 本書のような基礎的研究書の出現は,や

はり責重なもU)といわざるを得ない｡ この言語の比較

研究,史的研究に先立つ基礎的な文献としてすいせん

する気持に変 りはない｡ (大野 徹)

UAungThaw.BeikthanoMyohaung.Tek-

kado Pinnya Padetha Sazaung. Shehaung

Thutethana Thana.Rangoon:1966.xviii1-

49p. 〔ウ一 ･ア ウ ン ト-編 :ビシュヌ城跡 ｡

人草学術紀要 ｡ 考 古 学 局〕

ビルマは,その中立 (鎖国)政策によって外国人の

入国を著 しく困難ならしめていると同時に,ビルマ国

内の学問的現状を世界に公表する事に対 しても,かた

く門戸を閉 して しまったようにみえる｡ ビルマに関心

をもちその研究に従事 している者にとって,今のよう

な状態は,誠に遺憾であると思わざるを得ない｡

さて本書は,当センターの石井米雄助教授が,1966

年11月 ビルマを訪れた際入手 し,持ち帰 られた文献の

内の 1冊である｡題名にもあるように,本書はビシュ

ヌ (ビルマ言吾名ベイタノウ)町遺跡の発掘調査の報告

である｡ベイタノウは,マグウェ一県タウンドウィン

デー郡 コウコウグヮ村の北部にある｡ブローム南東 5

マイルの地にあるシュリクシェットラ (ビルマ名タイ

ェ-キックヤー,玄共の室利差阻羅,義浄の室利察岨

羅)およびシュエーボウ県内にある- リンデーと並ん

で,ビュー族の三大遺跡の一つに数えられる｡

ビュー族は,11世紀以降栄えたビルマ族のパガン王

栢 介

朝に先立 って,ビルマの地に独 白の文化をうちたてた

民族であるが,10世紀以後いかなる理由によるのか地

上から姿を消 してしまった｡漢籍史料 (蛮書)には,

南詔に攻撃され捕虜 3千人が連れ去 られた旨記されて

いるが,ビュー族消滅の理由がそれだけによるとは考

えられない｡北から南進 してきたビルマ族に混血吸収

されたのであろうともいわれている(ThanTun)が,

その経緯は,やはりビルマ史上最大の謎といってもさ

しつかえないであろう｡

ベイタノウの発掘調査は,1958年から63年にかけて

計 6回行なわれた.本書の編者ウ一 ･アウン トーは考

古学局の広報部長であるが,第 1次 ･第 2次発掘調査

の際の団長でもある｡

ベイタノウ城跡は,ほぼ角形を しており (この点,

円形のタイェ-キ ックヤーよりは角形のハ リンデーに

近い), 一辺約 2マイルの城壁が, その内部の遺跡と

思われる幾つかの小高い丘をとりかこんでいる｡

発掘はベイタノウ城跡の全域にわたって行なわれた

のではな く,予算の関係で特に重要と思われる25箇所

が選ばれ調査された｡本吉には,その25箇所の各々に

関する調査報告があるが,記述川即事は,城壁,城門,人

衣,宗教r'和義場,その他というように分類されているo

城壁はすべて レンガ作りで,ほぼ四角な形をしてい

る｡ビルマの他の王都のように濠があったかどうかは

わからない｡城壁の一面には門が3門ずつあったと思

われるが,現実には確認されていない｡門は木製で,

鉄の錠が吊いられていたようである｡人家には大小数

室の間取 りがあり,構造は,壁が レンガ,他は木造だ

ったらしく,焼け残った木材があちこちから発見され

ている.宗教的儀礼に関する建物と思われる場所 も見

つかっているが,それが仏教的なものであるのか,バ

ラモン的なものなのかは明らかでない｡

二最も精細に富んだ記述は, ｢その他｣の章にみられ

る｡ この章は,煉瓦,土器,珠数,土像,石器,金属

製品, 漆喰製品, 人骨, 獣骨等の項に細分されてお

り,ベイタノウ住民の生活状態をうかがい知る事ので

きる資料に富んでいる｡

特に重要なのは,7個の骨壷が出土 している事であ

る.骨壷は,ビュー族文化を示す一つの特徴だといっ

てもよいO ビュー族には,茶毘にふ した骨や灰を,右

または土製の壷におさめて埋葬する習慣があり,この

習俗は,その後 ビルマ国内のいかなる民族にも伝承さ
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れていないところから,骨壷の存在は,ベイタノウの

住民がタイェ-キックヤーと何 らかの関連性をもって

いた事を推測せ しめる｡ベイタノウ出土の骨壷はいず

れも土製だが,無彩色で粕は施されていない｡

土器には骨壷のほかに灯油皿,土瓶,鍋,水差 し等

があり,通常その表面に人,負,負,舵,宝珠等の紋

様がきざまれている｡その外,ガルーダと思われる粘

土製の上半身像が一体と,犬,蛙,巻良等の土像およ

び土製の考の鋸,耳飾 り,煙管等も発掘されている｡

珠数は大半が土製だが,中に若干石造のものもみつ

かっている｡石材には,門の両脇に建てられた守護神

2体と,シバ教徒の崇拝対象たるリンガと思われるも

の,ビシュヌ神の所持品らしき石板等が出土 している｡

金属製品には鉄 (釘, 門, 蝶番,鉢),銀 (宝珠,

旭 日,月,後光を刻印したコイン,柿),金(柿,棒),

鉛 (楯),鍋 (斬子倭,白鳥像,耳飾 り,指環,腕環,

やかん,棒),真鎗 (鈴)等が発見されている｡

人骨は,頭蓋骨をはじめ全身の骨格がそろったもの

1体と,散在 していた部分的な骨が発掘されている｡

獣骨は道具として使われたらしく,智,ペン先,皿等

があり,またその外に鹿の角と貝殻が数片発見されて

いる｡

以上のような発掘調査に基づき,調査団はベイタノ

ウ城跡について,次のような結論を下 している｡

(1) ビュー族固有の骨壷埋葬制やビュー ･コインの存

在等を考えると,ベイタノウはビュー族の居城であ

った｡

(2) 出土 した焼残 りの木材をラジオ ･カーボン法で測

定 した結果,ベイタノウの繁栄期は1･2世紀から

4 ･5世紀の間と推測される｡

(3) タイェーキック ヤーや, - リンヂーで 多数発見

されているビュー文字 ･ビュー語の碑文 (Chas.

Duroiselle:RobertShafer)や,仏菩薩の像 (U

Mya)が, ベイタノウからは1体も出土 していな

い｡従って,ベイタノウの住民はまだ文字をもって

いなかった｡また宗教的にも,仏教は未だ信仰され

ていなかった｡同時にこれらの点から,ベイタノウ

が時代的にはタイェ-キッタヤーよりも古い事が裏

づけられる｡

(4) 家屋,城門等建造物にはいずれも著 しい焼け跡が

みられ,この町が火災で焼失 した事は疑いない｡恐

らく4･5世紀頃に外敵の侵入攻撃をうけ焼き払わ
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れたものと思われる｡

以上,本書によって我々はベイタノウ遺跡の発掘調

査の成果をうかがい知る事ができるが,疑問が全 くな

いわけではない｡例えは 旧唐書,新居書,蛮書,文

献通考,唐会要,太平御覧,太平箕宇記等の漢籍史料

に表われる ｢牒｣国の記述とどのような関連性をもつ

のか,あるいはもたないのか｡ベイタノウは,タイェ

-キッタヤーの創始者である- リ･ビクラマの兄ジャ

ヤ ･チャンドラ･パルマンによって建設されたといわ

れる (ThanTun)が,- リ･ビクラマは西紀695年

に死んでおり (C.0.Blagden),ベイタノウの滅亡の

時期4-5世紀頃との差をどう解釈するのか等 ｡々

今後,全城域にわたる発掘調査が遂行される事を切

望すると共に,ビューに関する他の文献,資料との関

連性も追求 してもらいたいと思う｡

ともあれ,本書が,ビルマ政府の古代史研究に対す

る考えを知る上にも,またビルマの学問的水準の現状

を知る手がかりとしても,きわめて有益な資料である

事は,確かである｡ (大野 徹)

ManningNash.TheGoldenRoadtoMo-

dernity,VillageLifeinContemporaryBur一

閃α.New York:JohnWiley & Sons,Inc.,

1965.viii+333p.

ビルマについて書かれた本は少なくないが,これま

では例外なしに政治 ･経済 ･歴史あるいは言語学の分

野のものが多かった｡本書のような村落調査のモノグ

ラフは,絶えて久 しく現われなかった｡従って,まず

なによりも,本書が稀少価値をもつ点を強調 しておこ

う｡その点で,本書の刊行は,無条件に歓迎されねば

ならない｡本書は内容的にもすぐれている｡単に調査

内容がす ぐれているだけでな く,ことのよしあしは別

として,社会人類学の一つの新 しいあり方を示 してお

り,興味深いものがあるOとくに人類学プロパー以外

の社会科学者が村落調査をおこなううえで参考になる

点を多分に含んでいる｡

本書のもとになった調査は,1959年から1960年にか

けての 1年間, マンダレ-周辺 の二つの村落でおこ

なわれた｡ 一つはマンダレー西方約 23マイルにある

Nondwinであり, もう一つは,マンダレー南方 7マ

イルの Yadaw である｡ この二つの村は, 一方が a

mixeddrycropfarmlngCOmmunityであるのに
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たいし, いま一方が anirrigatedwetricecom-

munityである点で,社会経済的基盤は異なっている｡

しかし両村の比較の結果は,む しろ,上 ビルマの社会

文化が地域差を問わず基本的に一様であることを示 し

ている｡土地の経済,村の政治社会構造,仏教信仰,

nat信仰など, ビルマ村落社会の基本的な局面が克明

に検討されている｡

しか し,本書は,人類学的調査ではな く,社会学的

調査の範噂にはいる感 じだ｡著者の問題意識の底に働

いているのは,近代化とか社会変革とかのきわめて巨

視的な抽象理念である｡農村社会のなかに,近代化の
趨勢に順応 しうる論理がどういう形で内在 しているuj

かを搾るのが, 著者の意図するところなのだ｡ 著者

は, 異様に鋭敏な頭の持ち主のようである0 本 書に

は,きらきらした問題意識が充満 している｡ある箇所

では頭のさえばかり印象に残 り,controversialな点

を残す部分 もあるが, field経験の豊富さがそれ らの

欠点を補うかたちで,全体としては高い水準を確保 し

ている｡

それでも問題点は残る｡二つの村落を比較の素材に

選び出した根拠は不明確であるし,また,両方に平等に

エネルギーが割かれたようにも思えないOそれぞれの

村落の歴史的背景 もさっぱり描かれていないようだ｡

も1と基本的な事柄をいえば,調査期間が短いこと,

しかもその短期間に1箇所 5カ月ずつ 2カ村 もcj)調査

がおこなわれたことは問題だろう｡

末梢的な問題は問わぬとしても, 最後uj conclu-

sionの箇所が,真の COnClusionになりえず,妙に気

負った社会人類学の 本質論議 になってしまっている

- 一面白く読める箇所ではあるが- のは感心できな

い｡そのために2カ村を比較 して,どういう結論を得

るかは,読者の側の宿題 として残されている感 じだ｡

この点に満ち足 りないものをおぼえる｡

これらの欠点にもかかわらず,本書の基本的価値は

否定できない｡今後,本書に続いて, ビルマの村落調

査の成果が刊行されるようには思えない o Nashの名

は,1959-60年段階のビルマ農村社会を招き,貢重な

資料を提供 した学者として 長 く記憶され ることだろ

う｡ (矢野 暢)

DonaldEugeneSmith.ReligionandPoli-

ticsinBurma.Princeton:PrincetonUniver-

sityPress,1965.xiii+350p.

結 /)ド

本吉は,ビルマを素材として,宗教と近代政治の複

雑な闇わりあいを分析した恐 らく最初の本であろう｡

著者の D.E.Smithは,1963年に "IndiaasaSe-

cularState"という本を著 し, 新興地域の脱宗教化

の秀ねたケースワークとして,評判をとったことがあ

･L'J ｡"(ndia"とこの本とを比較 してみると,基本的な

闇題意識が変わ一〕ていないことがはっきりする｡ しか

し, ビルマのほうが社会の状況が単純なだけに書き易

かったのであろうO 本書は "India"以上に明快で,

読み易 くなっている｡宗教と政治という大きな主題を

扱いながら,明快な内容になったいま一つの理由は,

両者の関連を,抽象的,没時間的に説明せずに,むし

ろ両者の関係の暦史的な移 り変わりに力点を置いたか

らである｡ こJ)アプローチは妥当であったと且月っれ
フ/Jo

本書は,いた-)で慎重に, ビルマの歴史の変遷を追

い,その都度の段階での仏教会の置かれた境遇を克明

に検討している｡英国植民権力 と仏教会,民族主義と

仏教,ウ一 ･ヌと仏教,ネイ ･ウィンと仏教の関係,

あるいは,独立 ビルマにおける政治的正統性と仏教,

経済発展 と仏教の闇係など,いろいろな閑係が設定さ

れ,そしてその個々の事例について明確な判定が下 さ

れている｡

実証的な心掛けujお蔭で,いろいろ大事な事柄が確

認されていて参考になる｡独立前のビルマの後期抵抗

運動は,基本的に脱宗教的であった点で,前期抵抗運

動と断絶 していたこと,それにもかかわらず,独立 ビ

ルマが仏教精神を充溢させたかに見えたのは,ウー ･

ヌ個人の影響による特殊な現象であったこと,現在uj

ネイ ･ウィン休制は,体質的には仏教と合わないこと

など確認 したあとで,本書は, ビルマ政治が仏教界の

問題をなんら解決しえないこと,逆に,仏教のほうか

らも,政治にたいして有効な価値提供をなしえていな

いことを結論づけている｡現在のビルマの悲劇は,宗

教すなわち仏教が,政治の世界の倫理や行動規範の土

台になりえていない点にあるという｡

著者は,かつての "India"においても, インドoj
ui･俗化の趨勢を確認 し,"1sIndiaasecularstate?"

という問いにたいして, "Yes"と答えていたが, 本

書においても, ビルマの仏教が政治の合理化とか経済

発展などの価値となじまない点を指摘 し, ビルマの脱

宗教化の趨勢を暗示 しているようである｡
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著者は, ビルマプロパーの専門家ではないが,現地

にも滞在 した経験をもち,資料の選択のしかたをみて

も, す ぐれた モノグラファーで あることが 知られよ

う｡ Bllddhism の扱い方の当否は批評すべ くもない

が,政治史に関する記述は,部分的に断定を急いだ箇

所 もあるが,いたって正確である｡

すべてが手がた く堅実な点,そのわりに論理が明快

である点,好ましい本である｡ (矢野 暢)

JudithDjamour.TheMuslimMatyimonial

CourtinSingapore.London: TheAthlone

Press,UniversityofLondon,1966.189p.

著者 Djamour女史は,シンガポールのマレー人家

族の研究を続けてきた人で,本書に先立って,1959年

に,MalayKinshipandMarriageinSingapore

を出版 した｡そのとき,彼女の学問的関心を強 くひい

たのが,マレー人のきわめて高い離婚傾向であった｡

本書は, 彼女がロンドン=コーネル ･プロジェク ト

による資金を得て,1963年にシンガポールのイスラム

法廷を拠点として行なった調査の報告である｡

1957年の MuslimsOrdinance第12条 3項におけ

る離婚に際する夫妻の同意の確認の規定,および1960

年におけるその強化の方向-の改正を背景として,シ

ンガポールのイスラム法廷の機能はきわめて増大 した

が,Djamourの調査は,ちょうどその池ののりはじ

めた時期に行なわれた｡

本書は,次のような構成をとっている｡

Introduction

l.GeneralBackground

2.Ta'alik

3.Fasah

4.Khula

5.Talak,orÒrdinary'Repudiation

6.Rojo

7.Discussion

Conclusion

GeneralBackgroundにおいては,マレー人を主

体とし,インド･パキスタン人,アラブ人等からなる

シンガポールのイスラム教徒の民族的構成,離婚手続

き,イスラム法廷の機能などが,簡単に紹介されてい

る｡
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2の Ta'alik から5の Talakに至る4つの章で

は,それぞれの見出しによって表現されるイスラム法

に基づ く各種の離婚について,法廷での見聞や記録に

よって,具体的なデータが示され,これが本書の中心

的な部分を形成する｡Ta'alikとは,結婚契約書に記

載された条件にもとづいて,夫が妻の生計を一定期間

みなかったり,あるいは一定期間留守をした場合に,

妻から請求される離婚,Fasah とは,性的不能,精神

障害などの場合に法廷の判決によって得 られる離婚,

Khulaとは, 妻の申し出に対 して夫が同意すること

によって成立する離婚,Talak とは, 夫が t̀alak'

という言葉を用いて一方的に宣言する形式をとるイス

ラム教徒における最 も一般的な離婚である｡

6の Rojoは,イスラム法にもとづ く, 待 婚 期 間

(iddah)内における離婚とりけLを扱っている｡

7の Discussionでは,イスラム教徒の離婚をとり

ま く若干の問題が論議されるが,最 も興味深いのは,

1959年以降の離婚率のきわめて 顕著な低下である.

Djamourは,この理由として,次の5つを挙げている｡

(1) イスラム法廷における調停-の努力｡

(2) 夫妻の同意のない離婚が認められにくくなったこ

と｡

(3) 寡婦や離別 した女にとって,妻のある男を離婚さ

せて,自分と結婚させることが困難になったので,

主な努力を,拘束されていない男にむけるようにな

ったこと｡

(4) 以前は,シンガポールの Kathiが,女性からの

離婚請求を容易に認める傾向があったので,マラヤ

から女達がやって来たといわれること｡

(5) 以前においては,夫が貧乏になったり,失業 した

場合, 妻の離婚請求がおこり易かったが, 現在で

は,社会扶助制度の発達により,このようなケース

が少なくなったこと｡

これらの理由の多 くは,いうまでもな く,シンガポ

ールのイスラム法廷の機能の変化に伴うものである｡

以上のように,本書は,理論的にはみるべきものが

余 りないとしても,変動期にあるイスラム教徒の離婚

を扱った具体的な資料として,きわめて重要である｡

(坪内 良博)

A.Tanaka,S.A.Navasero,C.Ⅴ.Garcia,
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F.T.Paraoand E.Ramirez.GrouJthHabit

oftheRicePlantin theTropicsandIts

EHectonNitrogen Response.LosBan6S･.

IRRI,1964.80p.

フィリピンの国際稲作研究所 (工RRI)〟)Technical

BulletinN0.3として刊行されたもので, 著者の田

lFJ明博士 (北大農学部助教授)が ｢司研究所C/_)Plant

Physiology部門の責任者として4カ年の滞在中に,

研究室のスタッフを動員 してあげられた広汎な研究成

果の一部をまとめられたものである｡

戦前から熱rtrgの稲に関する著作はす くな くないが,

多 くの場合に博物的記載あるいは観察的な記述にとど

ま-､ており,実験的なデータに裏づけられた労作･.'i驚

くほどす くないといえる｡従って熱帯の稲一一一す くな

くともそCJ)/i理,生態あるいは栽培上のわれわれの知

識 もかなり浅薄であったことをまぬがれない｡ ところ

が, 本~書によってわれわれは熱帯の稲に閲してはじJL)

て学問的検討を加える猪口を与えられたと評 しても過

言ではあるまいO こうした論文が少壮気鋭の著者によ

ってまとめられたことを心からよろこびたい｡今後,

熱帯の稲の研究 を志す ものに とって, 本 音の素通 り

は許されないであろう｡ そうした意味で, まことに

lTIOnumentalな論文というにふさわしいものである｡

内容は2部に分れている｡第 1部は熱帯稲の生育習

性に関する部分であるが,間中民 らの-･連の研究に供

試 した数見種について形態,生態あるいは生理的な主

特性が比較されているO特に台湾産 jaPonica品種 と

の対比によって熱帯のいわゆる indica品種の特色が

要領よくおさえられているOただ根の形態や機能に関

する郡分が,実験の困難さはあるにしても省略されて

いるのほ残念である｡

第 2部は窒素施肥に伴う反応の品種間差異に親する

部分であるが,特に問題の多い熱帯稲の ｢耐肥性｣や

栽植密度などの諸点について ｢相互遮蔽｣の観点か ら

明確な解釈を下 していることが注目されるだろう｡ こ

れ らの問題は田中氏がインドの中央稲作研究所で研究

されて以来の一貫 したテーマで, この論文ではじめて

接するわけではないが, こうして一冊にまとめられて

みると益々その説得力の強いことを感 じさせ られる｡

ただこれ らの問題に関して,田中氏がとりあげたのは

熱帯でも相対的に多収を期待 しうる条件下の稲であっ

て,同じ熱帯でも局部的な特殊な稲を包括 した一般論

r･､J. Ilー

が意図されているものではないことを,読者の側から

･71注意を要するだろう｡

いずれにしても,木論文から評者 も多 くの教示と示

唆をえた｡本論又の続編がさらに今後刊行されるもの

と思われるが,それを期待するのは評者のみではない

であろう｡ (渡部 忠世)

JohnW_Mellor_TheEconomicsofAgri-

culturalDez)eloPment.Ithaca:CornellUni-

versityPress,1966.xiv+402p.

p.G.H.Barter.ProblemsofAgricultural

Dez)eloPment.Geneve:LibrairieDroz,1966.

95p.

Arthur T.Mosher.Getting Agriculture

Moving.New York:FredericA.Praeger,

1966･191p.

東南アジア農業開発は,いまや,わが国の東南アジ

ア政策として具体的な課題となり,精極的に着手され

ようとしている｡ しかし,残念ながら,わが国で,低

開発国の農業開発一般にかんする理論的あるいは実践

的な研究が, これまで,ほとんど行なわれていなかっ

た｡ これにたいし,アメ リカや FAOでは,低開発国

農業開発一般についての研究が,ひじょうに進められ

ている｡最近 ここにとりあげた3冊の研究が出版され

たが,これまでの研究成果をよく示 していると思われ

る｡著者のいずれ も,多年にわたって,農業開発の研

究に従事 し,実地調査はもとより現地指導をも行なっ

ている｡その研究 と実践の成果をそれぞれ著書 として

公刊されることが広 く期待されていた｡私的な事情を

つけ加えさせていただ くと,わた くLは,この3人と

も親疎の差 こそあれ,なんらかの面識湧iあり,その仕

事の内容を注意 していただけに, この3冊の本を手に

して,嬉 しかつた｡また,それぞれの著者がいわんと

することが,わた くLにとっては,比較的によ く理解

できるように思われる｡いずれも,東南アジアを直接

の対象とはしていないが一 一もちろん,著者はいずれ

も東南アジア農業 の実態を 熟知 して おり, 事例とし

て, しばしば東南アジアが引用されている- これか

らの東南アジア農業問題を理解 し,その開発を諭ずる

ために,基がさ的な知識を提供するものである. ここに

紹介しておきたい｡
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まず, Mellor教授の TheEconomicsofAgri･

culturalDeveloPmentは, ｢農業開発の経済学｣と

して,本格的 ･総合的にまとめあげられたはじめての

ものだと,わた くLには思われる｡

著者は, コーネル大学で H.H.Hill博士 (さきの

コ-ネル農経学科主任,農学部長,フォー ド財団副理

事長)の示唆のもとに,低開発国農業開発の研究をは

じめ,B.A.も Ph.D.もコ-ネルでとり,ずっとコ

-ネルの農経学科で農業開発論を担当,また同大学の

CenterforInternationalStudiesの副所長をつと

めている｡ きっすいのコーネル育ちで, アメリカで

は,比較的に珍 しい経歴だ｡ コーネルの秘蔵っ子とい

った印象を受ける｡ しかし, その間, FÅo,後述の

AgriculturalDevelopmentCouncil,アメ リカ農務

省,世界銀行,ロックフェラー財団などの consultant

となって,低開発国の農業開発の現場経験をもった｡

またインドの農科大学で 2カ年あまりの教鞭をとると

ともに,インドでフィール ド･ワークを行なった. こ

れまで多 くの論文を発表 したが,この研究成果が本書

に集大成されている｡わたくLは ｢とうとう仕上げた

か｣という感 じを強 く受けた｡

本書は,ひじょうに包括的であって,農業開発にか

んする諸問題をあますところな く,とりあげようと意

図 している｡ これを3編にわかつ｡

第 1編として, ｢経済発展における農業の役割｣が

まず登場する. ここでは,経済発展の一般理論のほか

に, 食糧供給と人口増加, 所得と食糧有効需要の増

大, 農業における資本形成, 農業と対外収支との関

係,農村厚生の増大の諸点をとおして,経済開発にお

ける農業部門の課題を明らかにする｡

第 2編は ｢在来農業の諸性格｣ の究明 にあ てられ

る｡低開発国農業の特質を労働とその生産性,土地と

資本,価格と価格政策,増産の源泉,との各項目にわ

けて検討する｡

第 3編はこの ｢在来農業の近代化｣がいかにして進

められるかを論ずるo農業近代化の経済的フレームワ

ーク,増産のための経済的インセンチブ,生産改善の

可能性 (試験研究), 生産新資材の投下, 生産拡張の

ための金融,マ-ケッチングと市場組織,教育,農業

経営規模,農業開発計画の諸点をとりあげる｡

著者は, 低開発国の経済開発戦略 として 農業主義

(agriculturalfundamentalism) も工業主義 (in-
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dustrialfundamentalism)のいずれをもとらず,均

衡成長 (balancedgrowth)の立場をとるが,とくに

より具体的に農業部門の最適な役割を求めだそうとす

る｡著者が設定 したこの課題が本書で十分に解明され

ているかどうか,わた くLは疑問に思 う｡ しかし,全

編を通 じて,農業開発にかんする問題点をほぼあます

ところなく指摘 し,それに十分な- ときには十分す

ぎる- 説明が加えられている｡ この点が本書の特徴

とみるべきであろう｡その意味で,農業開発を研究す

るための,現在として,最もすぐれた文献だと考えら

れる｡インドネシアの若干の事例をのぞ くと東南アジ

アについて直接に述べていない｡むしろ,教授の経験

がインドやアフリカ, ラテンアメリカにあるだけに,

現実の農業の分析はもちろん, 開発政策論 について

ら,東南アジアにそのまま通用しがたいところが多い

のは,いたしかたないと思われる｡

つぎに FAOの Barter氏の ProbZemsofAgri-

culturalDeveloPmentは, 国際機関に勤務 したエ

キスパー トの研究成果 といえよう｡かれは,ロンドン

大学で生化学を専攻 したが, 戦前は EmpireMar-

ketingBoardに,ついで第 2次戦争勃発とともに,

イギ リス食糧省に移り,食糧統計,とくに食糧バラン

スシー トの作成,食糧需給の国際的比較に従事 した｡

戦後, ドイツ占領軍政府に入って食糧統制を行ない,

ついで OEEC (ヨーロッパ 経済協力機構)の農業部

長, さらに1952年に FAO (国連食糧農業機構)の経

済分析部長,昨1966年に定年で退職 した｡ FAO在職

中は, FAO の年次報告 StateofFoodandAgri-

cultureの作成責任者でもあった｡

定年退官を記念 して,著者が FAOの多 くのセミナ

ーや会議でなした講演報告のうち,とくに主要な4つ

の論文だけをえらんでまとめ られた のが, 本書であ

る｡内容を紹介する｡

第 1論文 ｢経済発展における農業の役割｣は,食糧

の生産と供給 (とくに都市人口増加と1人あたり所得

増加が食糧需要増加におよぼす影響と,その需要に供

給が応 じえない場合に生ずる経済発展の障害), 原料

農産物生産,国際収支,資本供給源としての農業,労

働力供給,非農業部門生産物にたいする市場提供につ

いて述べ,経済発展における農業書肝弓の重要性を強調

する｡

第 2論文は, ｢農業計画における特殊問題｣をとり
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あつかう｡農業における計画化がいかに困難であるか

杏,農業生産の生物学的特性,歴史的背景 (伝統 と制

皮), 農業生産の小規模性 と分散性, 農業投資の困難

性との,4点か ら明 らかにし, これ らの障害をいかに

して克服するか,その対策を論ずる｡

第 3論文は, ｢農業計画の具体化｣を課題 とする｡

すなわち planをいかにして implementするか,そ

のさいの問題点をあげる｡計画目標の限定,使用可能

資源の吟味検討,資金の裏づけ,行政の整備を重視す

べきだと主張 し,地区を限った"packageprograms"

を推賞するとともに,過去の成果の反省が大切であろ

と示唆する｡

最後の第4論文は ｢経済的インセンチブとしての農

産物価格政策｣をとりあげ,農業開発計画にさいし,

農産物価格の安定の必要を強調するとともに,その具

体的方策を述べ,増々のインセンチブとして,農産物

価格の重要性を力説する｡

この4論文は,いずれ も低開発国の農業関係行政官

にたいする講義を 目的として 書か れたものであ る｡

FAO において の著者の 多年の 経験が にじみでてい

る｡100ページにたらない本だが, 問題点をよ く指摘

し,妥当な考え方でもって貫かれ,異論をはさむ余地

がない｡典型的な FAO タイプとでもいうべきであろ

う ｡

それだけに,読者はFAOの限界をまざまざ見せつ

けられる感 じをもつのではなかろうか｡つまり常識的

であり,総論的,包措的であって, ともすれば抽象的

だといえる｡具体的でな く,各論的個別的でない｡ま

た,どうも低開発諸国に気がね しているとの点がたき

にLもあらずだ｡

しかし,著者の主張は,東南アジア諸国について,

妥当とするところが多 く, この地域の農業開発問題U)

ありかたを教える｡かれは,若い新妻をともなって19

63年春拙宅を訪れたことがある｡晩食をともに しなか

ら,かれは日本農業の近代化を讃美 したが, 二の ｢1本

のケースが本書のいたるところに川ているのは,おも

しろい｡

最後に,Mosher博士の ｢農業を動かそう｣とでも

訳 されるべき GettingAgricultureMouingは,

低開発国の農業発展について,行政官,技術者などrI/j

関係者の トレーニングのための,テキス トである｡著

者 Mosher博士は,ニューヨ-クに本部をお くThe

紹 介

AgriculturalDevelopmentCouncilの専務理事で

ある｡ この Councilはもと TheCouncilonEco-

nomicandCulturalAffairsと称 し,Rockefeller

3世のポケ ット･マニー財団であるが,アジアの農業

経済開発を目的とし, 幅広 く活動 してきている｡わた

くLもその 1人だが, 日本の農業経済学者はこれまで

30人以上 もアメ リカ留学の機会をこの財団から与え ら

れている｡著者はこの財団に移る以前には, ラテンア

メ リカ諸国の農業開発の研究を行ない,さらにそのま

えは,イン ドの Alahabadの農学校良として十数年

問,インドでの農業教育に従事 した｡

いかに して農業開発を進めるかという具体的問題へ

の解答のために,本書が執筆された.すなわち,低闇

発田の農業開発 をいかに スター トさせ, 発展させる

か,そのための基礎となる知識を閲係者に与えろこと

が本書の目的である｡

だか ら本音は学問的著作というより,実践指針 とも

いうべきものだ｡ しか し,農業開発理論の立場から興
味が もたれるのは,著者が,農業開発のための基礎条

件と追加条件 とを区別 し,前者には,

(1) 農産物販路の存在

(2) 新 しい農業技術の導入

(3) 農業生産資材の現地での入手可能性

(4) 生産にたいする農民のインセンチブ

(5) 農産物ならびに農業娃産資材

をあげ,後者には

(6)農業開発のための教育

(7) 農業生産のための金融

(8) 農民の集団的活動

(9) 農地の改良 と拡張

(10 農業開発のための国家計画

をあげている点である｡

この間発条件をふたつの次元に分ける考え方は,皮

かなか,示唆的である. もっとも, こうして 2分 しう

るかどうかは疑問であるが,著者の多年にわたる経験

が, このように 断言せ しめて いると 見るべきであろ

う｡

さらに,それぞれの条件について,著者はか くある

べきだ と主張する｡たとえば,農業開発の国家計画と

して且 この 5つの基礎条件を優先すべきだというこ

とか らはじまって,計画は継続的でなければならない

ということまで,14の項目を主張する｡ このように,
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いかにあるべきか,いわゆる当為 (Sollen)が本書を

通 じ,あらゆる問題について強調されている｡ したが

って,本書は農業開発の存在 (Sein)については,模

範事例が しばしば引用されているが,それ以上の分析

は行なわれていない｡

東南アジア農業開発については, フィリピン ･イン

ドネシアの事例が, ところどころで,挙げ られる｡ も

ちろん,本書は低開発国を通 じての,農業開発のあり

かたを論ずるのだか ら,東南アジア農業開発そのもの

に直接触れていない｡ しか し,本書か ら教えられると

ころは多い｡ (もちろん 東南アジアの実態にそぐわ

ないところも,かなり見 られる｡)

東南アジア農業開発を考えるにあたっての,ひとつ

の興味ある文献であるといえよう｡ もちろん 本書

は,それが本来目的としているように,実際の農業開

発にたずさわっている低開発国の指導者に広 く読まれ

ることが望ましい｡ (本間 武)

EthelNurge. LifeinaLeyte Village.

AmericanEthnologicalSociety,Monograph

No.40;Seattle:University of Washington

Press,1965.ix+157p.

フィリピンの人類学的な調査は,戦後, FredEg一

gan を中心に精密に行なわれているが, 本書の著者

EthelNurge も彼の 弟子の一人で ある｡ 彼女は,

Visayan諸島に関 して 体系的な 人類学の調査がない

のに目をつけて,調査地 として Leyte島を選び, そ

の島の東北に位置する農漁村 (231家族)に,1955年

12月から1956年 7月まで定着 して調査を行なった｡そ

の主な関心は, ChildRearingにともなう社会化の

問題である｡

本吉の内容は, 6章に分けられている｡第 1章は,

調査に入る前に人類学者が直面 してい く選択 ･決定を

いかに行なったかという説明で,調査の内幕をうかが

える｡第 2章は,調査地に関する一般的な説明で,地

理的 ･歴史的 ･政治的な背景および衣服と家の構造に

ついての叙述である｡

第 3章以下は,著者が行なったインタビューによる

データを基礎にしている｡第 3章の社会経済構造は,

231家族についての土地所有, 土地利用,職業構成,

現金収入,土地所有 と職業との相関,土地所有 と現金
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収入,職業と収入,などが説明され,各々に簡単な表

が附されている｡ これ らのデータをもとにして,総括

として,社会成層化について論じられている｡

第4章の世帯構成では, 129世帯のデータが,上記

とは異なる調査票によって集計されている｡彼女の家

族類型で 注意されるのは, 再建核家族 (re-estab-

lishednuclearfamily)を一つのタイプとして分け

ていることと,核家族以外の親族を,水平的 (horizon-

tal)と垂直的 (vertical)とに分けていることである｡

具体的には, (1)intactnuclear, (2)truncated

nuclear,(3)re-establishednuclear,(4)extended

horizontal,(5)extendedvertical, (6)Skipped

generationextendedvertical, (7)truncatedor

residual,(8)idiosyncraticにわけられ それぞれ

に分類される世帯を考察 している｡ タイプによって適

当な表が附されている｡前章同様,最後には,家族 ･

世帯に関する理論的な問題が出されているが,彼女の

データによって確定的な解答は与え られていない｡

第 5章は,養育に関する調査であるが, この調査 と

前章 とをつな ぐような形で,親族名称が簡単に触れ ら

れている｡ 母子関係に関するインタビューは, John

W.M.Whiting などの作製 した調査票を若干変更 し

ただけのものを使い,分析の枠組 も Whiting等に依

っている｡インタビューの対象は,経済的 レベルによ

って選ばれた家族の3-10才までの 6人ずつの男子 ･

女子について行なわれている｡第 6章は母子関係を拡

大 して,妻一夫, 娘一父,娘一母,姉一妹, 姉妹一兄弟の

間の関係が取 り扱われている｡インタビューの調査票

は,現地で種々の検討を経て,母子関係を補 う形で作

られている｡インタビューの対象は,12人の母親 と,

12人の男性で,彼 らの実際の (上記の親族に対する)

対人関係が, この調査票によって得 られている｡母子

関係 ･家族内の対人関係は, フォーマルなインタビュ

ーによって,データが規格的に集められてほいるが,

このデータは,言いかえれば,規範的に対親族行動の

一部と言える｡

本書の特色は,社会化の問題を広い視野か ら見よう

としていることと,情報源,調査の仕方,データの処

理法を非常に詳 しく書いてい ること, などに見 られ

る｡ただ第 4章以下のデータは,すべて抽出標本によ

るものであるが,サンプ リングに関するプロセスには

あまり触れ られていない｡ (前田 成文)
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